




先生については、市河三喜賞を授 与された 『構造的意味論 一日英両語対
照研究』(三省堂1667)や『意味の諸相 』(三省堂1970)等ですでに存 じ上げ






せた 『意味論の方法』(大修館書店)で、独 自の意味分析の手順 と方法論を
展開 してお られるが、日本言語学会会長就任講演に加筆 された 「認知と言






知的分析等 を展開されていて、先生の今 までの御研究の集大成 といえよう




れ、本学の発展に大 きな貢献 をなされた。学生に対 して学問的な面でかな
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